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令 和 ２ 年 度 第 ２ 回 岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 要 旨  

 

１  日 時 令 和 ３ 年 ２ 月 ９ 日 （ 火 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分  

 

２  場 所 岡 山 市 役 所 ほ っ と プ ラ ザ 大 供  第 2 研 修 室  

 

３  出 席 委 員  伊 丹 委 員 、 入 船 委 員 、 亀 井 委 員 、 河 内 委 員 、 阪 口 委 員  

須 々 木 委 員 、 藤 井 委 員 、 的 場 氏 （ 竹 原 委 員 代 理 ）  

 

４  出 席 職 員  市 民 協 働 局  奥 野 参 事 監  

女 性 が 輝 く ま ち づ く り 推 進 課  安 東 課 長 、 河 本 課 長 補 佐 、 神 﨑 主 査  

 

５  傍 聴 者 な し  

 

６  議 事 

（ １ ） 岡 山 市 の 事 業 に つ い て  

（ ２ ） コ ロ ナ 禍 で の 女 性 へ の 影 響 に つ い て  

（ ３ ） そ の 他  

 

７  配 付 資 料  

資 料 １ － １  令 和 ２ 年 度 岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 に 関 す る 事 業 報 告  

資 料 １ － ２  令 和 ２ 年 度 女 性 活 躍 推 進 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 書 （ 抜 粋 ）  

資 料 ２     コ ロ ナ 禍 で の 女 性 へ の 影 響 に つ い て  

※ 当 日 配 付 資 料   

入 船 委 員 か ら   新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 関 す る 事 業 主 へ の リ ー フ レ ッ ト ３ 部  

  的 場 氏 か ら     重 点 事 業 調 書 等  

  事 務 局 か ら     講 演 会 チ ラ シ  １ 部  

 

８  会 議 の 状 況  

議 事 １  令 和 ２ 年 度 岡 山 市 の 事 業 に つ い て  

資 料 １ － １ 、 １ － ２ に よ り 、 事 務 局 か ら 説 明  

  【 質  問 】  

   ・ 男 性 管 理 職 セ ミ ナ ー へ の 参 加 者 の 業 種 は 。  

➡ 後 日 メ ー ル で 回 答 （ 製 造 業 、 サ ー ビ ス 業 、 運 輸 業 、 金 融 業 等 の 役 員 や 管 理 職 が 参

加 ）  

・ 女 性 の 再 就 職 支 援 事 業 の 受 講 者 の 募 集 方 法 、 事 業 後 に 就 職 し た 人 の 割 合 は 。  

➡ 募 集 は チ ラ シ を 小 学 校 等 に 配 布 。 実 施 後 に 就 職 し た 人 の 割 合 は 現 在 事 後 ア ン ケ

ー ト の 集 計 中 だ が 、 過 去 に は 約 １ 割 が 働 い た 経 験 が あ り 、 今 回 も 同 様 で は な い か と

思 う 。  

 

議 事 ２  コ ロ ナ 禍 で の 女 性 へ の 影 響 に つ い て  

【 連 合 岡 山 】  

・ 女 性 へ の コ ロ ナ の 影 響 が 大 き か っ た の は 、 女 性 の 非 正 規 労 働 者 が 非 常 に 多 い か ら で

あ る 。 労 働 法 制 の 規 制 緩 和 、 特 に 労 働 者 派 遣 法 の 改 正 以 降 、 現 在 全 労 働 者 の ４ 割 を

占 め る ま で に 増 え た 非 正 規 労 働 者 を な く す 必 要 が あ る の で は な い か 。 非 正 規 労 働 者

の 正 規 （ 正 社 員 ） 化 、 雇 用 の 安 定 、 生 活 で き る 賃 金 が 必 要 で あ る 。  

・ コ ロ ナ 対 策 と し て 補 助 金 、 貸 付 金 、 年 金 の 繰 り 上 げ 返 済 等 、 様 々 な 制 度 が 整 備 さ れ

た が 、 本 当 に 必 要 と す る 人 に お 金 が 届 い て い る の か 疑 問 。 定 額 給 付 金 や 消 費 税 引 き

下 げ な ど 、 困 っ た 人 に い き わ た り や す い 制 度 の 整 備 が 必 要 だ 。  
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・ 中 小 企 業 を 支 援 す る 様 々 な 制 度 も 手 続 き が 非 常 に 煩 雑 。 わ か り や す い 制 度 が 地 元 企

業 を 守 る こ と に な り 、 雇 用 の 継 続 や 賃 金 の 確 保 に つ な が る の で は な い か 。  

・ 連 合 の 組 合 員 は 正 規 労 働 者 が 圧 倒 的 多 数 だ が 、 岡 山 で は 、 小 売 り ・ サ ー ビ ス 業 の 女

性 非 正 規 労 働 者 も 多 く 、 コ ロ ナ の 長 期 化 に よ る 影 響 が 心 配 だ 。 コ ロ ナ 後 、 経 済 が で き

る だ け 早 く 回 復 し 、 多 く の 企 業 が 立 ち 直 り 存 続 す る こ と が 、 女 性 だ け で な く 男 性 の 雇

用 、 ひ い て は 生 活 の 確 保 に つ な が っ て い く 。  

 

【 岡 山 労 働 局 】  

・ パ ー ト ・ ア ル バ イ ト な ど 非 正 規 で 就 労 す る 女 性 が 多 い 宿 泊 業 、 飲 食 、 サ ー ビ ス 業 、 小

売 業 な ど で は 、 コ ロ ナ の 長 期 化 に よ る 女 性 へ の 影 響 が 出 て い る 。  

・ 令 和 ２ 年 １ ２ 月 の 岡 山 県 の 有 効 求 人 倍 率 は １ ． ４ １ 倍 で 全 国 第 ２ 位 。 求 人 が 求 職 を 上

回 っ た が 、 女 性 労 働 者 の 多 い 卸 ・ 小 売 業 、 宿 泊 業 、 飲 食 、 サ ー ビ ス 業 等 の 求 人 は 、

例 年 よ り 大 幅 に 減 少 、 女 性 の 雇 用 に 大 き な 影 響 が 出 て い る と 考 え ら れ る 。  

・ 労 働 局 の 新 型 コ ロ ナ 関 連 の 施 策 ：  

①  「 雇 用 調 整 助 成 金 」 は 、 従 業 員 の 雇 用 維 持 を 図 る た め に 雇 用 調 整 （ 従 業 員 を 休 業

さ せ る ） を 行 う 事 業 主 に 対 し て 休 業 手 当 な ど の 一 部 を 助 成 す る 。 利 用 を 勧 め て い

る 。 １ 月 末 ま で に 約 ３ 万 ４ 千 件 の 申 請 が あ っ た 。 手 続 き が 煩 雑 、 利 用 し づ ら い 等 の

指 摘 か ら 見 直 し を 行 い 、 迅 速 な 処 理 に 取 り 組 ん で い る 。  

②  「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 関 す る 母 性 健 康 管 理 措 置 」 は 、 感 染 へ の 心 理 的 ス

ト レ ス が 、 母 体 や 胎 児 の 健 康 保 持 に 影 響 が あ る と し て 、 医 師 や 助 産 師 か ら 指 導 を

受 け 、 そ れ を 事 業 主 に 申 し 出 た 場 合 、 事 業 主 は こ の 指 導 に 基 づ い て 、 必 要 な 措

置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 こ の 措 置 に よ り 、 休 業 を 必 要 と さ れ た 妊 娠 中 の 女 性

労 働 者 の た め に 有 給 の 休 暇 制 度 を 設 け て 取 得 さ せ る 事 業 主 を 支 援 す る 助 成 制 度

も 設 け て お り 、 そ の 周 知 を し て い る 。  

③  「 小 学 校 休 業 等 対 応 助 成 金 」 は 、 小 学 校 等 が 臨 時 休 業 し た 場 合 等 に 、 そ の 小 学

校 等 に 通 う 子 の 保 護 者 で あ る 労 働 者 の 休 職 に 伴 う 所 得 の 減 少 に 対 応 す る た め 、

正 規 雇 用 ・ 非 正 規 雇 用 を 問 わ ず 、 有 給 の 休 暇 を 取 得 さ せ た 企 業 に 対 す る 助 成 金 。  

④  テ レ ワ ー ク が 新 し い 働 き 方 と し て 普 及 し て い る が 、 良 質 な テ レ ワ ー ク の 普 及 推 進

の た め の ガ イ ド ラ イ ン や 、 良 質 な テ レ ワ ー ク を 導 入 し た 事 業 主 に 対 す る 助 成 金 の

周 知 も 行 っ て い き た い 。 テ レ ワ ー ク は 感 染 症 拡 大 防 止 対 策 と し て だ け で な く 、 仕

事 と 子 育 て 等 と の 両 立 に お い て も 有 効 だ と 思 わ れ る 。  

 

  【 岡 山 市 】  

・ 政 府 が ２ ０ ０ ３ 年 に 設 定 し た 「 ２ ０ ２ ０ 年 ま で に 指 導 的 地 位 に 占 め る 女 性 の 割 合 を ３

０ ％ に す る 」 と い う 目 標 は 達 成 さ れ て い な い が 、 女 性 活 躍 は 少 し ず つ 進 ん で き た 。 コ

ロ ナ 禍 で 経 済 が 停 滞 し 、 民 間 の 女 性 活 躍 推 進 に 翳 り が 出 る の で は な い か と 懸 念 し て

い る 。  

・ 労 働 力 調 査 に よ る と 、 ２ ０ ２ ０ 年 正 規 職 員 ・ 従 業 員 数 は 増 加 す る も 、 非 正 規 は 大 幅 に

減 少 。 非 正 規 の 約 ７ 割 が 女 性 で 、 多 く の 女 性 が 職 を 失 っ て い る 。  

・ テ レ ワ ー ク が 進 む 中 、 家 事 ・ 育 児 は 女 性 が 担 う こ と 多 く な り 、 女 性 の 負 担 が 増 加 し

た 。 家 庭 に お け る 夫 の 家 事 分 担 を 促 進 し て い く 必 要 が あ る 。  

・ 外 出 自 粛 や ス ト レ ス の 増 加 か ら D V 被 害 の 増 加 ・ 深 刻 化 が 懸 念 さ れ る 。 D V 被 害 者 が

相 談 で き る よ う 、 岡 山 市 男 女 共 同 参 画 相 談 支 援 セ ン タ ー の 周 知 に 努 め て い る 。  

・ 子 育 て と 仕 事 を 一 人 で 担 う 低 所 得 の ひ と り 親 世 帯 に 特 に 大 き な 困 難 が 生 じ て い る こ

と を 踏 ま え 、 育 児 負 担 の 増 加 や 収 入 減 少 に 対 す る 給 付 金 を 支 給 し て い る 。  

・ 新 年 度 、 女 性 の 再 就 職 支 援 事 業 は 継 続 。 非 正 規 雇 用 の 女 性 を 対 象 と し た 正 規 雇 用

に 向 け て の ラ イ フ デ ザ イ ン 事 業 を 新 規 で 行 う 予 定 。  

 

 【 N P O 法 人  ぱ ら マ マ 】  

・ 市 や 県 の 再 就 職 支 援 講 座 の 受 講 者 は 、 今 す ぐ 働 か な く て は と い う 危 機 感 が な く 、 む
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し ろ 今 は 就 職 活 動 を 見 合 わ せ て い る よ う な の で 、 も っ と 危 機 感 を 持 っ て 働 く 気 に な る

よ う 背 中 を 押 し た い 。  

・ オ ン ラ イ ン 講 座 な ど 、 新 し い や り 方 に 対 応 し よ う と し な い 人 は 、 変 化 す る 社 会 に つ い

て い け な い 。 女 性 自 身 が 雇 用 を 継 続 さ れ る 人 材 に な ら な け れ ば な ら な い 。  

・ 講 座 の 受 講 者 の 声 な ど か ら は 、 正 社 員 と し て 雇 用 さ れ る 努 力 も せ ず 、 ま た そ の 気 に

な れ ば 職 は あ る の に 、 非 正 規 は 休 業 補 償 の 対 象 と な ら な い な ど 、 不 満 ば か り 言 っ て

い る よ う に 感 じ る 。  

 

 【 岡 山 県 】  

・ 県 内 の 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ ー に お け る D V 相 談 件 数 は ４ 月 か ら １ ２ 月 ま で の

対 前 年 比 １ ０ ４ ％ 。 ４ 、 ５ 月 は 定 額 給 付 金 関 係 の 問 い 合 わ せ が 多 く 、 前 年 を 大 き く 上

回 り 、 そ の 後 落 ち 着 い て い た が 、 １ ０ 月 以 降 ３ か 月 で 前 年 を 上 回 っ た 。 性 犯 罪 ・ 性 暴

力 に 関 す る 相 談 件 数 も 前 年 比 １ １ ０ ％ と な っ て い る 。 引 き 続 き 状 況 を 注 視 し 、 全 国 デ

ー タ も 参 考 に し な が ら 相 談 業 務 を 通 じ た 情 報 収 集 、 分 析 を 行 っ て い く こ と と し て い

る 。  

・ 年 度 内 に イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る こ と と し て お り 、 そ の 調 査 結

果 等 を 見 な が ら 今 後 内 容 等 を 検 討 し て い き た い 。  

 

【 損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱ 】  

 ・ ３ 月 の 早 い 時 期 に 社 内 全 体 で 在 宅 勤 務 ５ 割 体 制 と す る 指 示 が 出 た 。 支 店 業 務 は 営

業 部 門 と 保 険 金 支 払 い の 2 部 門 に 大 別 さ れ る が 、 営 業 部 門 は 代 理 店 の フ ォ ロ ー が 主

な 業 務 で あ り 、 電 話 や デ ジ タ ル 活 用 で 業 務 が 可 能 な た め 在 宅 勤 務 を 取 り 入 れ や す

く 、 約 ７ ０ ％ で 実 施 し た 。 保 険 金 の 支 払 業 務 は 、 写 真 、 病 院 の レ セ プ ト 等 紙 ベ ー ス の

や り 取 り が 多 く 、 ま た 顧 客 の 個 人 情 報 が 含 ま れ る た め 、 自 宅 に 持 ち 帰 る こ と が で き

ず 、 ７ 割 ま で は 達 成 で き な か っ た 。 ま た 、 郵 便 物 等 の 受 発 信 業 務 を 担 う ア ソ シ エ イ ト

職 員 の 出 社 率 が 非 常 に 高 く な り 、 不 公 平 が 生 じ て い る こ と が 途 中 で 露 見 し た 。 そ こ

で 、 あ ら た め て 仕 事 を 再 配 分 し 、 な る べ く 全 員 が 公 平 に リ モ ー ト ワ ー ク の で き る 体 制

に し た 。 リ モ ー ト ワ ー ク が 難 し い 職 員 に は 、 時 差 出 勤 の 利 用 を 促 し て 感 染 症 拡 大 防 止

に 努 め た 。  

・ ２ ０ １ ９ 年 か ら 営 業 部 門 で は 、 顧 客 へ の 訪 問 を な く し 、 旧 来 型 の 仕 事 の 仕 方 を 見 直 そ う

と し て い た が 、 様 々 な 問 題 に よ り 定 着 し な か っ た 。 今 回 の コ ロ ナ 禍 を き っ か け に 、 解 決

の た め に 会 社 が 本 気 で 乗 り 出 し 、 非 常 に 使 い や す く な っ た 。 支 払 部 門 に お い て も Ｌ Ｉ

Ｎ Ｅ の 活 用 な ど 、 出 社 せ ず 自 宅 で で き る 仕 組 み を 取 り 入 れ 、 ５ 割 の 実 施 が 可 能 と な っ

た 。 社 員 が 安 心 し て 働 け る 環 境 が 整 っ た こ と で 、 女 性 が 働 き や す い 環 境 の 実 現 に も つ

な が っ て い る と 考 え る 。  

 

【 Ｊ Ａ 岡 山 女 性 部 】  

・ 地 域 の 女 性 活 躍 の た め 、 地 域 密 着 の 活 動 を し て い る が 、 コ ロ ナ 禍 で 人 の 集 ま る 朝 市

や 体 操 教 室 な ど の イ ベ ン ト は 中 止 と な っ た が 、 会 議 や 講 演 会 な ど は 、 オ ン ラ イ ン を

活 用 し て 行 っ て い る 。  

・ 毎 年 １ 月 に 開 催 し て い る 「 男 女 共 同 参 画 の つ ど い ㏌ 岡 山 」 も 中 止 さ れ た 。 運 営 に 関

わ る 女 性 の 割 合 を １ ５ ％ に す る 目 標 は 達 成 で き て い な い が 、 今 後 も Ｊ Ａ 役 職 員 と 対 話

を 重 ね て 女 性 部 の 地 域 と の 関 わ り や 役 割 等 に つ い て 学 習 し て い き た い 。  

・ 女 性 部 員 の 高 齢 化 が 進 み 、 部 員 減 少 が 深 刻 な 問 題 で あ り 、 リ ー ダ ー 候 補 を 育 成 す

る 研 修 の 実 施 を 要 望 し て い る 。  

・ 「 で き る こ と か ら は じ め よ う 」 を 合 言 葉 に 、 ｗ ｉ ｔ ｈ コ ロ ナ に お け る 新 た な 取 組 に 挑 戦 し

て い き た い 。  

 

【 中 国 銀 行 】 （ 委 員 が 欠 席 の た め 事 務 局 か ら 資 料 を も と に 発 表 ）  

・ 休 校 や 同 居 家 族 の 体 調 不 良 時 、 外 食 自 粛 に よ り 、 家 庭 で の 負 担 が 増 加 し て い る 。
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家 庭 に お け る 役 割 分 担 の 推 進 が 必 要 。 会 社 と し て は 、 柔 軟 な 勤 務 体 系 や 休 暇 制 度

に よ り 一 部 対 応 し て い る 。  

 

 【 就 実 大 学 】 （ 委 員 が 欠 席 の た め 事 務 局 か ら 資 料 を も と に 発 表 ）  

 ・ 研 究 者 と し て 見 た 現 状 と 課 題 に つ い て  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に 伴 い 、 大 企 業 を 中 心 に 多 く の 企 業 が こ れ ま で に

な い ス ピ ー ド で 「 働 き 方 改 革 」 を 進 め て い る と 感 じ る 。  

具 体 的 な 取 り 組 み の 大 き な 柱 が 「 テ レ ワ ー ク 」 の 導 入 で あ る 。 企 業 倫 理 や 企 業 の

社 会 的 責 任 の 観 点 か ら 見 る と 、 こ う し た 動 き は 次 の よ う な 理 由 か ら 積 極 的 に 評 価 さ

れ る べ き で あ る 。 ① 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 終 息 が 見 え な い 中 、 従 業 員 の 安 全 確 保 の

た め に 可 能 な 限 り 取 り 入 れ ら れ る べ き で あ る こ と 、 ② 感 染 防 止 策 と し て だ け で な く 、

「 働 き 方 の 見 直 し 」 や 「 働 き 方 の 多 様 化 の 推 進 」 に 繋 が る こ と 。  

・ 教 育 者 と し て の 見 た 現 状 と 課 題  

テ レ ワ ー ク に 対 す る 学 生 の 関 心 は 高 ま っ て い る と 感 じ る 。 今 後 、 コ ロ ナ 終 息 後 も よ

り 多 く の 「 働 き 方 の 選 択 肢 」 を 提 供 し て い る 企 業 を 志 望 す る 学 生 が 増 え て い く 可 能

性 が あ る 。 そ の た め 、 学 生 が 自 ら の キ ャ リ ア を 考 え る こ と の 重 要 性 が こ れ ま で 以 上 に

高 ま り 、 学 生 の キ ャ リ ア 教 育 の 必 要 性 が ま す ま す 強 ま っ て い く の で は な い か と 感 じ て

い る 。  

 

【 岡 山 商 工 会 議 所 】  

・ 昨 年 ４ ～ １ ２ 月 末 ま で 、 中 小 企 業 、 小 規 模 事 業 者 を 対 象 に 事 業 継 続 支 援 を 市 と と も

に 行 っ た 。 ま た 、 年 末 年 始 に 消 費 喚 起 策 と し て 、 P a y P a ｙ の キ ャ ン ペ ー ン 実 施 を 岡

山 市 に 働 き か け 実 現 し た 。  

・ G o T o キ ャ ン ペ ー ン が 中 止 と な り 、 年 末 年 始 の か き 入 れ 時 が 失 わ れ 、 事 業 者 、 特

に 飲 食 業 の 売 り 上 げ が 一 段 と 下 が っ た 。  

・ 飲 食 ・ 宿 泊 ・ 交 通 ・ 観 光 業 な ど へ の 打 撃 が 非 常 に 大 き く 、 国 へ の 働 き か け も 考 え て

い る 。  

・ 昨 年 １ ０ 月 に 、 岡 山 市 ・ 岡 山 商 工 会 議 所 ・ 市 内 ４ 商 工 会 が 共 同 で 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し た （ 回 答 数 ３ , ３ ８ ９ 社 ） 。  

全 体 の ２ ０ ． ５ ％ 、 ６ ９ ２ 社 が 人 員 削 減 を 実 施 、 又 は 検 討 し て い る と 回 答 し た 。 中 で

も 飲 食 業 の ３ ６ ． ５ ％ が 人 員 削 減 を 実 施 し て い る と 回 答 し 、 検 討 中 も 含 め る と ５ ３ ．

８ ％ と な っ た 。 女 性 の 非 正 規 労 働 者 が 多 い 業 種 に お い て 特 に 厳 し い 状 況 と な っ て

い る こ と が 分 か る 。 今 後 の 状 況 次 第 で は さ ら な ら 悪 化 が 懸 念 さ れ る 。  

 

＜ 主 な 意 見 、 質 問 等 ＞  

    ※ テ レ ワ ー ク に つ い て  

    ・ 良 質 な テ レ ワ ー ク に つ い て 教 え て 欲 し い 。  

・ 「 テ レ ワ ー ク に お け る 適 切 な 労 務 管 理 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 が あ り 、 適 切 な 労 務 管

理 を 行 う た め の 留 意 点 を 明 ら か に し た も の 。 調 査 で は 、 労 働 時 間 の 問 題 の ほ か 、 通

信 料 や 電 気 料 金 の 負 担 な ど 、 課 題 も 出 て い る 。  

・ リ モ ー ト ワ ー ク で 女 性 の 負 担 増 が 心 配 さ れ る が 、 メ リ ッ ト ・ 課 題 な ど 具 体 的 に 意 見 が

出 て い る か 。  

    ➡ 営 業 社 員 は 会 社 貸 与 の パ ソ コ ン が あ る が 、 事 務 社 員 に は 貸 与 が な い の で 、 自 宅

で の 通 信 環 境 を ど う す る の か 、 自 宅 の 電 話 番 号 を 取 引 先 に 開 示 す る の か 等 、 細 か

い 課 題 も 出 て い る 。 管 理 職 か ら は 労 働 時 間 を 把 握 す る の が 難 し い と い う 声 も あ る 。

ま た 、 時 間 単 位 休 暇 が 取 れ る よ う に な っ て い る が 、 周 知 が 十 分 で な く 、 正 し く 使 え

て い な い 。 テ レ ワ ー ク の 仕 組 み は で き て い る が 、 ど う 運 用 し て い く か が 課 題 。  

    ➡ 働 く 意 思 の あ る 育 児 中 の 女 性 が 短 時 間 で 働 い て い る の で 、 コ ロ ナ 前 か ら テ レ ワ ー

ク や 子 連 れ 出 勤 も し て い る 。 雇 用 か 業 務 委 託 か 本 人 の 希 望 で 選 択 し て お り 、 そ れ

ぞ れ 半 分 ず つ く ら い 。 日 報 と 兼 ね て 業 務 内 容 を 自 己 申 告 し て も ら う 。  
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    ※  非 正 規 雇 用 に つ い て  

・ 非 正 規 が よ く な い も の の よ う に 聞 こ え る が 、 あ え て 非 正 規 で 短 時 間 だ け 働 き た い 、

起 業 し た い 、 ダ ブ ル ワ ー ク を し た い な ど の 人 に と っ て は 、 正 規 が 増 え る と 選 択 肢 が

狭 ま る の で は な い か と 考 え る が ど う か 。  

・ 正 規 で フ ル タ イ ム 、 非 正 規 で 短 時 間 労 働 、 ど ち ら に し て も 能 力 を 発 揮 で き る 働 き 方

が で き る の は 素 晴 ら し い と 思 う 。 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 考 え 方 で は 、 短 時 間 ＝ 低 賃

金 で は な く 、 仕 事 の 内 容 に 応 じ た 賃 金 を 払 う と い う 考 え 方 で 、 こ の ル ー ル は ４ 月 か

ら 中 小 企 業 に お い て も 義 務 化 さ れ る 。 自 分 の 処 遇 に 納 得 い か な い 人 は 、 企 業 に 説

明 を 求 め る こ と が で き る 。 副 業 ・ 兼 業 も ガ イ ド ラ イ ン を 作 っ て い る 。  

・ 自 ら 非 正 規 を 選 ん で い る 人 は 問 題 で は な く 、 非 正 規 を 選 ば ざ る を え な か っ た 人 に は

安 定 し た 仕 事 に 就 い て ほ し い 。 一 方 、 正 規 社 員 は も う 少 し 柔 軟 に 働 け る 制 度 を 企

業 側 に 整 備 し て ほ し い と こ ろ 。  

・ 非 正 規 し か 選 べ な か っ た 人 は 、 能 力 や 経 験 な ど 、 会 社 が 求 め る 条 件 を 満 た し て い

な か っ た の で は な い か 。  

・ 自 ら 非 正 規 を 選 ん だ 人 に 関 す る 調 査 が な く 、 実 態 が 見 え な い 。 女 性 は あ え て 非 正

規 を 選 ん で い る 傾 向 が あ る の で 、 女 性 の 非 正 規 ＝ 困 窮 し て い る 、 と い う の は 話 が 飛

躍 し す ぎ て い る の で は な い か 。  

・ 休 業 補 償 給 付 制 度 は 非 正 規 の 方 も 対 象 に な る こ と が 知 ら れ て い な い の で は な い か

と 思 う 。  

・ 女 性 の 中 に は I T が 不 得 意 な 人 も 多 い の で 、 そ う い う 面 か ら の 支 援 も 協 議 会 の 中 で

検 討 し て い け れ ば と 思 う 。  

➡ 「 I T へ の 対 応 」 と し て は 、 市 の 女 性 の 再 就 職 支 援 事 業 の 中 で 講 座 を 行 っ て い る

が 、 今 後 も 意 識 し て 行 っ て い き た い 。  

 

※ H P や S N S を 活 用 し た 情 報 共 有 ・ 発 信 に つ い て  

   ＜ 岡 山 市 か ら の 提 案 ＞  

・ 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 の メ ン バ ー が 女 性 活 躍 に 関 す る 情 報 を 発 信 で き る よ う 、 市

H P の 充 実 を 検 討 し て い る 。 各 機 関 で 活 用 し て い る S N S で も 、 女 性 活 躍 や 働 き 方

改 革 に 関 す る 情 報 を 発 信 し て い た だ き た い 。  

・ で き れ ば 協 議 会 の H P を 立 ち 上 げ 、 各 機 関 の 取 組 状 況 を 紹 介 す る コ ン テ ン ツ を 作

り た い 。 ま た 、 S N S を 活 用 し て H P を 周 知 し て い き た い 。  

＜ 主 な 意 見 、 質 問 等 ＞  

・ H P は 見 る 人 が 少 な い 。 S N S 、 イ ン ス タ で ハ ッ シ ュ タ グ ＃ を つ け て 投 稿 す る 等 、 色 々

な と こ ろ に 情 報 発 信 し て い け れ ば と 思 う 。  

・ 意 見 を 吸 い 上 げ る こ と ま で は 考 え て い な い が 、 可 能 で あ れ ば 検 討 し た い 。  

・ H P あ っ て の S N S だ と 思 う 。 対 象 が 企 業 、 管 理 職 、 女 性 な の か を 明 確 に し て ほ し

い 。 対 象 に 合 っ た S N S で 発 信 し て い く の が 良 い 。 S N S で は な い が 「 市 民 の ひ ろ

ば 」 が 一 番 発 信 力 が あ る と 思 う 。  

・ 各 機 関 の 事 業 に つ い て も 発 信 し て も ら え る の か 。  

・ 今 ま で の 意 見 も 踏 ま え て 、 改 め て 効 果 的 な 情 報 発 信 の 案 を 提 案 し て ほ し い 。  

 

議 事 ３  そ の 他  

・ 岡 山 県 の 来 年 度 の 新 規 事 業 に つ い て 報 告 。 産 学 官 の 実 務 担 当 者 を メ ン バ ー と す

る 「 オ ー ル 岡 山 女 性 活 躍 推 進 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 を 新 た に 設 置 し 、 女 性 活 躍 を 推 進

し て い き た い と 考 え て い る 。 活 動 内 容 の 詳 細 は 今 後 検 討 。 主 に 、 共 有 、 反 映 、 育

成 、 波 及 を 想 定 。 協 力 を お 願 い し た い 。  

 

・ 次 回 会 議 は 来 年 度 ４ 月 の 予 定 。  


